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健康は豊かな老後の財産の一つです
人との出会いでワクワク、ドキドキするも
心身の健康に役立つと言われます

　
新
年
度
を
迎
え
て
す
で

に
３
か
月
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
令
和
７
年

度
末
を
も
っ
て
、
宮
城
県

退
職
公
務
員
連
盟
と
宮
崎

県
退
職
公
務
員
連
盟
が
解

散
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
原

因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
日
公
連
で
は
、
解
散

の
動
き
を
察
知
し
て
、
懸

命
に
慰
留
に
努
め
た
が
解

散
へ
の
動
き
は
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
中
で
日
公

連
会
員
に
残
り
た
い
と
す

る
方
々
が
両
県
連
に
あ
る

こ
と
。
昨
年
は
新
支
部
の

立
ち
上
げ
、
本
年
も
休
眠

支
部
の
再
開
の
動
き
の
あ

る
県
連
も
あ
る
。
一
筋
の

光
明
で
あ
る
●
組
織
の
拡

充
は
今
や
全
国
の
都
府
県

連
の
悲
願
で
あ
る
。
想
い

は
同
じ
で
あ
る
。
知
恵
を

結
集
す
れ
ば
現
状
打
開
の

道
は
必
ず
見
え
て
く
る
。

日
公
連
は
８
年
度
の
目
標

値
を
か
か
げ
て
男
女
混
成

の
チ
ー
ム
で
勧
誘
す
る
こ

と
を
勧
め
る
●
各
退
公
連

に
は
、
経
験
と
知
恵
を
出

し
合
い
、
合
意
形
成
を
し

て
、
従
来
と
は
一
味
違
う

現
状
打
開
策
が
出
て
く
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
●
日

公
連
・
退
公
連
は
、
今
一

度
「
我
ら
の
信
条
」
の
精

神
に
立
ち
返
り
、
個
人
と

組
織
の
使
命
を
意
識
し
て

着
実
に
歩
を
進
め
る
し
か

な
い
。�

（
Ｙ
・
Ｍ
）

　
５
月
１４
日
（
木
）
日
本

退
公
連
会
館
３
階
会
議
室

で
、
理
事
会
・
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
７
年
度
事
業
報
告

書
（
案
）、
令
和
７
年
度

決
算
報
告
書（
案
）（
別
掲
）

が
提
案
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
た
。
更
に
補
欠

の
役
員
（
理
事
・
監
事
）

評
議
員
の
選
任
が
行
わ
れ

て
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。
な
お
、
理
事
会
の

決
議
を
要
す
る
、
退
任
の

室
井
勝
副
会
長
の
後
任
に

は
愛
知
県
連
会
長
の
山
田

將
文
理
事
が
選
任
さ
れ

た
。
新
た
に
選
任
さ
れ
た

理
事
・
監
事
・
評
議
員
は

別
表
の
と
お
り
。

事
業
報
告
か
ら

○
全
国
大
会

　
７
年
度
全
国
大
会
は
、

県
連
代
表
約
６００
名
の
参
加

を
得
て
盛
会
裏
に
実
施
。

国
会
議
員
本
人
出
席
３６

名
、
代
理
出
席
６９
名
、
祝

電
２９
通
、
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
。

記
念
講
演
は
筑
波
大
学
教

授
久
野
譜
也
氏
の
「
人
生

１００
年
時
代
を
健
幸
に
過
ご

す
コ
ツ
」
が 

好
評
。

○
そ
の
他
事
務
局
か
ら

●
退
職
公
務
員
新
聞
隔
月

発
行
、令
和
７
年
度
か
ら
。

●
福
利
厚
生
事
業
と
し

て
、
家
庭
用
常
備
薬
の
斡

旋
事
業
を
開
始
。

●
年
金
相
談
の
継
続
と
　

令
和
８
年
度
　
補
欠
役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
選
任

職
種

氏
　
名

都
府
県

備
　
考

理
事

太
田
代
政
男
岩
手

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

千
葉
康
之
の
後
任

理
事

原
　
秀
志

大
阪

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

川
端
政
義
の
後
任

理
事

平
尾
　
幸
雄
山
口

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

有
馬
毅
一
郎
の
後
任

理
事

川
﨑
　
安
雄
鹿
児
島
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

杉
澤
伸
慈
の
後
任

理
事

山
本
　
信
一
三
重

会
館
管
理
委
員
長

奈
良
年
永
の
後
任

監
事

関
谷
才
太
郎
千
葉

監
　
事

岡
島
脩
雄
の
後
任

令
和
８
年
度
　
補
欠
評
議
員
の
選
任

職
種

氏
　
名

都
府
県

備
　
考

評
議
員
畠
　
　
利
行
福
島

室
井
　
勝
の
後
任

評
議
員
飯
田
　
一
恵
埼
玉

山
下
紘
一
の
後
任

評
議
員
神
谷
　
敏
明
神
奈
川
門
松
武
則
の
後
任

評
議
員
松
下
　
昇

静
岡

葉
佐
英
貴
の
後
任

評
議
員
中
東
　
佳
和
京
都

岡
島
脩
雄
の
後
任

評
議
員
吉
村
　
太
次
奈
良

川
端
政
義
の
後
任

評
議
員
髙
嶋
　
洋
子
和
歌
山
中
村
協
二
の
後
任

評
議
員
近
藤
　
弘
行
岡
山

森
　
啓
介
の
後
任

評
議
員
杉
澤
　
伸
慈
長
崎

川
﨑
安
雄
の
後
任

先
輩
の
迫
力
に
学
び
退
公
連
を

先
輩
の
迫
力
に
学
び
退
公
連
を

　
　
　
会
員
共
有
の
財
産
に
し
よ
う

　
　
　
会
員
共
有
の
財
産
に
し
よ
う

理
事
会
・
第

理
事
会
・
第
２２6２２6
回
評
議
員
会
開
催

回
評
議
員
会
開
催

令和７年度決算報告書
単位：千円

収入の部

1．分担金収入 38,229

2．広告料収入 1 ,205

3．雑収入等 1 ,947

（収入合計） 41,381

支出の部

1．事業費 40,196

2．管理費 4 ,706

（支出合計） 44,902

当期損失額 △ 3 ,521

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

努
力
。

●
福
利
厚
生
事
業
の
一
環

と
し
て
、
介
護
施
設
の
情

報
提
供
と
相
談
の
事
業
、

及
び
日
公
連
・
退
公
連
の

「
第
二
の
誕
生
」
を
目
指

す
活
動
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

年
金
制
度
改
正
法

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す

第4回遺
族
年
金
の
見
直
し（
２
）

　
今
回
は
、
前
回
に
続
き

６０
歳
未
満
で
子
ど
も
が
い

な
い
人
が
受
け
る
遺
族
厚

生
年
金
が
、
有
期
化
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
導
入
さ

れ
た
３
つ
の
仕
組
み
等
に

つ
い
て
で
す
。
そ
の
内
容

は
、
①
５
年
の
期
間
に
生

活
を
再
建
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
、
有
期
給
付
に
上

乗
せ
す
る
、
有
期
給
付
加

算
、
②
生
活
再
建
が
困
難

な
場
合
の
有
期
給
付
の
継

続
措
置
、
③
死
亡
し
た
配

偶
者
の
厚
生
年
金
の
加
入

記
録
を
分
割
し
て
遺
族
の

記
録
に
上
乗
せ
す
る
死
亡

分
割
の
３
点
で
す
。（
下

図
参
照
）

　
有
期
給
付
加
算
は
、
６０

歳
未
満
で
子
ど
も
が
い
な

い
人
の
遺
族
厚
生
年
金
に

は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
老

齢
厚
生
年
金
の
４
分
の
１

に
相
当
す
る
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
改
正
前
の
遺
族

厚
生
年
金
の
額
は
、
亡
く

な
っ
た
人
の
老
齢
厚
生
年

金
の
４
分
の
３
相
当
額
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
４
分

の
１
を
加
え
る
こ
と
で
、

亡
く
な
っ
た
人
の
老
齢
厚

生
年
金
の
額
と
同
じ
に
な

り
、
生
活
再
建
の
た
め
の

保
障
が
手
厚
く
な
り
ま

す
。

　
有
期
給
付
の
継
続
措
置

は
、
有
期
給
付
の
遺
族
厚

生
年
金
を
受
け
る
人
で
、

障
害
年
金
を
受
け
て
い
た

り
、
所
得
が
少
な
か
っ
た

り
な
ど
様
々
な
事
情
で
生

活
の
再
建
の
め
ど
が
立
た

な
い
場
合
に
は
、
５
年
間

の
有
期
給
付
が
終
了
し
た

後
も
最
長
６５
歳
ま
で
給
付

が
継
続
さ
れ
ま
す
。
こ
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
前
年

の
所
得
等
を
勘
案
し
て
判

断
が
さ
れ
ま
す
。

　
死
亡
分
割
は
、
有
期
給

付
の
遺
族
厚
生
年
金
を
受

け
終
わ
っ
た
配
偶
者
を
対

象
に
、
亡
く
な
っ
た
人
の

厚
生
年
金
加
入
記
録
を
分

割
し
て
遺
族
の
加
入
記
録

に
上
乗
せ
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
死
亡
分
割
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、「
請

求
」
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
請
求
が
で
き
る

人
は
、
有
期
給
付
遺
族
厚

生
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
①
６０
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
な
い
配
偶
者
②

６０
歳
未
満
で
子
ど
も
が
１８

歳
を
超
え
る
な
ど
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
権
が
消
滅

し
た
子
の
あ
る
配
偶
者
で

す
。
な
お
、
死
亡
分
割
に

は
、
５
年
の
請
求
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
要
注
意

で
す
。

　
次
に
、
遺
族
基
礎
年
金

の
改
正
に
つ
い
て
で
す
。

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民

年
金
の
加
入
者
に
生
計
を

頼
っ
て
い
た
遺
族
が
受
け

取
れ
る
年
金
で
す
。
そ
の

う
ち
、
子
ど
も
（
１８
歳
到

達
年
度
末
ま
で
の
子
ど
も

や
障
害
状
態
に
あ
る
２０
歳

未
満
の
子
ど
も
）
が
受
け

る
遺
族
基
礎
年
金
は
、
改

正
前
は
、
元
配
偶
者
に
引

き
取
ら
れ
た
場
合
や
遺
族

配
偶
者
が
再
婚
し
た
場
合

等
、
子
ど
も
が
選
択
し
た

わ
け
で
は
な
い
事
情
に
よ

っ
て
も
遺
族
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
な
い
仕
組
み
で

し
た
。
こ
の
仕
組
み
を
改

め
、
遺
族
と
な
っ
た
配
偶

者
が
①
再
婚
し
た
場
合
②

年
収
が
８５０
万
円
以
上
と
な

っ
た
場
合
や
③
子
ど
も
が

直
系
血
族
（
姻
族
）
の
養

子
に
な
っ
た
場
合
④
加
入

者
が
亡
く
な

っ
た
後
に
、

離
婚
し
て
い

た
元
配
偶
者

が
子
ど
も
を

引
き
取
っ
た

場
合
、
全
て

の
ケ
ー
ス

で
、
遺
族
基

礎
年
金
が
受

け
取
れ
る
仕

組
み
に
改
正

さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、

今
回
解
説
し

ま
し
た
改
正

事
項
の
実
施

時
期
は
、
い

ず
れ
も
令
和

１０
年
４
月
１

日
で
す
。

山田將文副会長
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会
員
の
広
場

懇親会で、和気あいあい
とミニゲームに興じる

ストレッチを兼ねてフォー
クダンスを行っている

女性部の会（開会）

県大会で、飯塚の
芸術文化活動を発信

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

ひ
と
り
居
て
歳
の
重
み
に
病や

め
る
と
き

わ
れ
を
慰
さ
む
子
等
あ
る
幸さ

ち

よ

	

青
森
県　
畑
山
房
子

太
鼓
型
ピ
ン
ク
の
水
筒
ひ
ょ
っ
こ
り
と

長
女
の
愛
用
笑
顔
が
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
愛
知
県　
落
合
義
紀

文ふ

机づ
く
えに
散
る
鉛
筆
の
削
り
粉こ

が

皐　
さ
つ
き
　月
の
風
に
攫さ

ら

わ
れ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
鳥
取
県　
藤
田　
修

八
重
桜 

所
狭
ま
し
と
咲
き
誇
り

わ
ず
か
に
見
ゆ
る
青
空
に
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
栃
木
県　
横
田
元
子

サ
イ
ク
リ
ン
グ
小
休
止
は
木
下
闇

　
　
　
　
　
茨
城
県　
前
野
平
八
郎

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

訳
言
っ
て
も
訳
言
っ
て
も
許
さ
れ
ず

　
　
　
　
　
　
茨
城
県　
櫻
井
康
雄

ク
マ
さ
ん
に
す
ず
を
つ
け
た
く
思
案

す
る　
　
　
　
栃
木
県　
舘
野　
博

人
々
の
平
和
の
願
い
伝
わ
り
て

ホ
ル
ム
ズ
海
峡　
波
し
ず
か
な
れ

	

福
岡
県　
吉
松
利
文

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

花
御
堂 

野
辺
の
一
花
を
そ
っ
と
そ
え

	
山
口
県　
粟
屋
邦
夫

「
ベ
イ
」
と
「
コ
メ
」
読
み
方
迷
う
記

事
多
し	

愛
知
県　
小
笠
原
幸
男

戦
争
を
ゲ
ー
ム
と
捉
え
る
独
裁
者

	

福
島
県　
青
山
邦
夫

牡
丹
咲
き
空
き
家
の
庭
も
春
う
ら
ら

	
 

茨
城
県　
小
髙
五
十
二

屈
む
子
の
土
筆
に
心
奪
わ
れ
て

	

山
形
県　
上
野
直
樹

せ
せ
ら
ぎ
の
行
く
手
を
飾
る
山
の
藤

	

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

海
の
子
の
ち
ょ
っ
と
斜
め
の
夏
帽
子

	

島
根
県　
木
次
三
八
郎

心豊かに心豊かに

　
こ
の
度
、
奈
良
県
退

職
公
務
員
連
盟
会
長
を

引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
長
く
連
盟

を
導
い
て
こ
ら

れ
た
川
端
会
長

の
急
逝
に
接
し
、
悲
し

み
と
寂
し
さ
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
川
端
会
長
は
、
私
の

高
校
時
代
の
恩
師
で
先

生
の
後
任
と
し
て
会
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
、
不

思
議
な
ご
縁
と
重
い
責
任

を
感
じ
戸
惑
い
が
あ
り
ま

す
。

　
本
連
盟
は
現
役
を
離
れ

て
、
健
や
か
な
日
々
と
楽

し
み
や
生
き
が
い
を
み
つ

け
る
場
と
し
て
、
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　
前
会
長
が
大
切
に
さ

れ
た
、
穏
や
か
で
あ
た

た
か
な
雰
囲

気
を
受
け
継

ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
。
会

員
の
高
齢
化

・
新
入
会
員
の
減
少
と

い
う
現
実
も
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
会
員
の

方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

川
端
政
義
前
会
長
を
悼
む

奈
良
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
吉
村
太
次

私
の
ひ
と
こ
と

　
福
岡
県
連
飯
塚
支
部
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
数
が
半
減
し
ま
し
た
。「
何
と
か
退
公
連
の
灯
を
消
さ
な
い
よ

う
に
」と
い
う
思
い
か
ら
、支
部
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、会
員
数
の
増
加
や
支
部
総
会
・懇
親
会
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
日
程
と
内
容
の
工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
岡
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
飯
塚
支
部
長
　
大
里
錦
子

いきいき退公連

福岡県連の巻

係
・
福
祉
関
係
・
更
生
保
護
関

係
・
お
寺
の
関
係
等
、
多
様
な

活
動
を
重
ね
て
き
て
お
り
ま

す
。
教
育
現
場
し
か
歩
い
て
こ

な
か
っ
た
私
は
、
知
ら
な
い
世

界
を
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
人
間

関
係
も
ぐ
ん
と
拡
が
り
、
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
平
成
の
大
合
併
以
来

大
き
く
成
長
し
、
人
口
も
20
万

人
の
都
市
に
迫
る
ほ
ど
で
す
。

　
職
後
、
地
域
活
動
へ
の
お
誘

い
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
元
上
司
か
ら
の
お
誘
い
な
の

で
お
断
り
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
長
年
住

ま
わ
せ
て
も
ら
い
、
お
世
話
に

な
っ
た
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知

ら
な
い
ま
ま
生
活
し
て
き
て
い

ま
し
た
。
多
少
な
り
と
も
お
返

し
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
お
陰
様
で
今
ま
で
教
育
関

　
そ
ん
な
中
、
私
達
の
活
動
も

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
を
強
い
ら

れ
、何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
頃
、
何

か
ひ
と
つ
新
し
い
試
み
に
取
り

組
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
令
和

６
年
度
か
ら
女
性
会
員
対
象
の

集
い
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
①
直
接
対
面
で
出
会

う
。
②
ゆ
っ
た
り
と
食
事
を
し

　
今
後
も
、
元
気
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
、「
笑
顔
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
維
持
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
県
大
会
、
２
回
目
の
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て

笑
顔
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

笑
顔
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

　
　
　
元
気
に
乗
り
切
ろ
う
！

　
　
　
元
気
に
乗
り
切
ろ
う
！

『
小
規
模
で
も
楽
し
く　
　
　
　
　

 

　
　
息
の
長
い
活
動
』
の
継
続
を

広
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
東
広
島
支
部
女
性
部
長
　
西
村
文
子

　
４
年
前
、
県
大
会
を
筑

豊
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
女
性
部
長

と
し
て
、
退
公
連
の
魅
力

に
つ
い
て
、「
数
は
力
」「
感

謝
の
気
持
ち
を
持
つ
」「
元

気
を
も
ら
う
」
と
、
実
践

発
表
を
し
ま
し
た
。

な
が
ら
語
り
合
う
。
③
体
を
動

か
し
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
。
こ
の
３

点
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令

和
７
年
度
は「
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
」

で
小
物
作
り
（
小
さ
な
サ
ン
タ

さ
ん
作
り
）
を
メ
イ
ン
に
開
催

し
ま
し
た
。
さ
て
、
今
年
度
は

「
ガ
ー
ラ
ン
ド
（
ひ
も
状
の
飾

り
物
）
作
り
」
に
挑
戦
し
て
み

よ
う
と
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も
忘
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
役
員
で

の
企
画
・
準
備
・
開
催
・
反
省

の
サ
イ
ク
ル
を
次
回
へ
繋
げ
る

こ
と
で
、
支
部
退
公
連
女
性
部

の
活
動
を
確
立
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
団
体
の
今
日
的
課
題

は
、
会
員
の
高
齢
化
や
社
会
で

の
働
き
方
の
変
化
等
で
、
会
員

数
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
私
た
ち
の
支
部
も
然
り
で

す
。こ
の
状
況
の
中
で
す
か
ら
、

あ
ま
り
欲
張
ら
な
い
で
、
小
規

模
で
も
細
く
、
長
く
、
楽
し
く

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
互
い

に
知
恵
を
絞
り
合
っ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

睦
を
深
め
ま
し
た
。
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
思
わ
ず

笑
顔
も
こ
ぼ
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
手
軽
に
出
来
る

紙
コ
ッ
プ
や
カ
ラ
ー
ボ
ー

①
支
部
活
動
の
活
性
化

　
飯
塚
支
部
で
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
総
会
を
再
開

し
、
翌
年
度
か
ら
総
会
後

の
懇
親
会
も
実
施
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
会
員
の
皆

さ
ん
に
気
軽
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
土
曜

日
や
日
曜
日
の
昼
に
、
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
お
弁
当
を
食
べ
、
脳
ト

レ
ゲ
ー
ム
や
「
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
」
に
合
わ
せ

て
炭
坑
節
を
踊
っ
た
り
親

　
本
年
度
、９
月
27
日
に
、

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
２
回
目
の
県

大
会
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
が
、
元
気
を
も

ら
え
る
よ
う
に
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
、
平
均
年
齢
80

歳
超
え
の
男
声
合
唱
団

「
と
し
と
ら
ー
ズ
」
の
皆

様
に
依
頼
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
支
部
の
大
音
嘉
之

組
織
部
長
が
編
集
し
て
い

る「
飯
塚
藝
術
文
化
新
聞
」

に
つ
い
て
実
践
発
表
を
い

た
し
ま
す
。

松
本
の
元
警
察
官

Ｃ
Ｄ
「
野
麦
峠
」
発
売

務
し
た
２
年
間
に
、
国
重

要
文
化
財
の
旧
林
家
住
宅

と
同
じ
敷
地
に
部
屋
を
借

り
、
当
時
の
管
理
人
か
ら

か
つ
て
の
工
女
た
ち
の
悲

哀
を
聞
き
、
詩
に
記
し

た
。
今
回
、
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
い
「
絣
の
着
物
に
わ

ル
を
使
っ
た
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
行
い
、

参
加
者
の
笑
い
声

や
童
心
に
返
っ
た

よ
う
な
集
中
力
や

競
争
心
を
掻
き
立

て
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
か
ら

好
評
で
し
た
。

　
長
野
県
詩
人
協
会
理
事

の
安
野
進
さ
ん
が
作
詞
し

た
バ
ラ
ー
ド
「
野

麦
峠
」
の
Ｃ
Ｄ
が

発
売
さ
れ
た
。
高

校
時
代
か
ら
詩
を

書
き
始
め
た
と
い

う
。
岡
谷
署
に
勤

ら
じ
を
履
い
て 

年
季
勤

め
に
旅
立
ち
ぬ　
娘
十
二

の　
親
子
の
わ
か
れ
」
と

書
き
留
め
て
Ｃ
Ｄ
が
完
成

し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
安
野
さ

ん
（
☎
０
２
６
３
・
５
８

・
７
７
７
３
）
へ
。


